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         上
久
下
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
西

隣
（
旧
八
尾
電
機
跡
地
）
に
建
設
を

予
定
し
て
い
た
介
護
福
祉
施
設
「
山

南
古
代
の
里
」
の
建
設
が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
施
設
は
木
造

２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
４
６
０
㎡

で
、
平
成
25
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
丹
波
柏
原
福
祉
会
（
上
山
一
雄

理
事
長
）
は
11
月
15
日
、
地
元
自

治
会
関
係
者
 

ら
を
招
い
て
 

安
全
祈
願
祭
 

を
執
り
行
い
 

ま
し
た
。
 

                  

         登
録
者
定
員
25
人
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介

護
が
受
け
ら
れ
る
小
規
模
な
が
ら
多

機
能
を
持
ち
合
わ
せ
た
福
祉
施
設
が

上
久
下
地
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

地
元
は
大
い
に
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
 

介
護
福
祉
施
設
を
上
久
下
に
建
設

す
る
こ
と
を
決
め
た
丹
波
柏
原
福
祉

会
は
地
内
複
数
の
候
補
地
を
調
査
し

た
結
果
、
八
尾
電
機
跡
地
で
の
建
設

と
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
よ
う
な
介
護

福
祉
施
設
を
上
久
下
地
域
内
で
実
現

す
る
こ
と
に
な
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
い
。
自
分
も
上
久
下
の
住
民
に
な

っ
た
つ
も
り
で
施
設
運
営
に
取
り
組

み
た
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
得
な
が
ら
充
実
し
た
山
南

古
代
の
里
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
上
山
理
事
長
は
熱
く
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

施
設
の
職
員
募
集
で
は
地
域
優
先

で
公
募
さ
れ
複
数
の
方
の
採
用
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
施
設
を

介
護
の
必
要
な
方
々
に
利
用
し
て
も

ら
い
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
施

設
と
い
ろ
い
ろ
な
点
で
関
わ
り
を
も

ち
、
こ
こ
を
核
と
し
て
新
た
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
柳
川
瀬

自
治
協
議
会
長
は
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。
 

 

                          
下
滝
地
内
、「
公
卿
泉
」
跡
地
に

建
設
さ
れ
る
「
森
診
療
所
」
の
建

設
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

大
小
竹
木
が
密
集
し
て
昼
間
で
も

う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
跡
地
も
き

れ
い
に
整
地
さ
れ
、
建
屋
の
建
築

作
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

棟
上
げ
を
21
日
に
行
っ
た
診
療

所
は
１
階
平
屋
建
て
、
延
床
面
積

２
８
０
㎡
で
東
側
に
隣
接
し
て
建

設
予
定
の
薬
局
と
と
も
に
来
年
１

月
末
に
完
成
の
予
定
で
す
。
診
療

開
始
は
３
月
初
旬
の
予
定
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
診
療
所
を
開
業
す
る

の
は
安
井
不
二
男
医
師
（
54
歳
）

で
一
般
内
科
、
診
療
内
科
お
よ
び
 

         漢
方
全
般
を
 

中
心
と
し
た
 

診
療
を
さ
れ
 

ま
す
。
森
診
 

療
所
で
は
安
 

井
医
師
、
心
理
士
の
他
、
複
数
の
 

看
護
師
、
事
務
員
ら
が
勤
務
し
、
 

診
療
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
12
 

時
、
午
後
４
時
か
ら
７
時
ま
で
、
 

木
曜
・
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
。
 

ま
た
日
、
祝
・
祭
日
は
休
み
。
 

 
安
井
医
師
夫
妻
は
２
人
の
子
ど
 

も
さ
ん
と
柏
原
町
に
住
ま
わ
れ
、
 

自
宅
か
ら
上
久
下
に
通
勤
さ
れ
ま
 

す
。
県
立
尼
崎
病
院
、
柏
原
病
院
 

や
県
立
東
洋
医
学
研
究
所
ら
で
勤
 

務
さ
れ
た
安
井
医
師
は
、
現
在
、
 

篠
山
市
の
に
し
き
記
念
病
院
で
診
 

療
さ
れ
て
い
る
経
験
豊
富
な
方
で
 

す
。「
上
久
下
の
豊
か
な
自
然
環
境
 

が
生
み
出
す
パ
ワ
ー
は
医
療
の
立
 

場
か
ら
、
患
者
の
強
い
味
方
に
な
 

っ
て
く
れ
る
」
と
上
久
下
で
の
診
 

療
所
オ
ー
プ
ン
の
理
由
を
話
さ
れ
 

て
い
ま
し
た
。
 

長
い
間
、
医
者
の
い
な
か
っ
た
山
 

間
地
区
に
診
療
所
が
で
き
る
こ
と
 

は
地
域
に
と
っ
て
望
ま
れ
て
い
た
 

こ
と
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
 

加
速
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
 

と
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
 

す
。
 

 

心
療
内
科
・
内
科 

上
久
下
の
森
診
療
所

建
設
進
む 

  

地
域
に
安
心
を
も
た
ら
す
医
療
・
介
護
施
設
が
上
久
下
に
実
現
！
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宅
介
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᷷
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春
オ
ー
プ
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完成予想図 上山理事長 

建設中の診療所 

安井医師 
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第
１
号
ᷫ
Ｈ
20
年
５
月
ᷬ 

 
里
づ
く
り
協
議
会
発
足
、
発
掘

現
場
展
望
台
・
集
落
内
案
内
看
板

完
成
 

第
２
号
ᷫ
Ｈ
20
年
６
月
ᷬ 

 
旧
上
久
下
村
発
電
所
跡
が
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
・
丹
波

竜
２
次
発
掘
 

調
査
で
胴
体
 

部
の
化
石
多
 

数
発
見
 

     第
４
号
ᷫ
Ｈ
20
年
８
月
ᷬ 

 
発
掘
現
 

場
に
等
身
 

大
恐
竜
モ
 

ニ
ュ
メ
ン
 

ト
が
完
成
 

    第
５
号
ᷫ
Ｈ
20
年
９
月
ᷬ 

 
「
わ
れ
ら
が
里
の
元
気
人
見
〜

つ
け
た
」シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
。

次
の
方
々
に
登
場
願
い
ま
し
た
。
 

（
カ
ッ
コ
内
当
時
の
年
齢
）
西
垣

菊
枝
さ
ん
（
下
滝
91
歳
）・
村
岡

文
雄
さ
ん
（
太
田
・
１
０
３
歳
）・
 

村
上
こ
み
つ
さ
ん
（
篠
場
・
94

歳
）・
桐
林
ま
さ
ゑ
さ
ん
（
阿
草
・

94
歳
）・
門
脇
峰
子
さ
ん
（
太
田
・

92
歳
）・
森
田
隆
子
さ
ん
（
下
滝
・

92
歳
）・
中
島
美
和
子
さ
ん
（
青

田
・
88
歳
）
 

柳
川
瀬
た
ま
ゑ
さ
ん
（
畑
内
・
93

歳
）と
藤
原
慎
司
さ
ん（
上
滝
・
92

歳
）
は
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
 

第
10
号
ᷫ
Ｈ
21
年
２
月
ᷬ 

 
か
み
く
げ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
、
全
国
に
地
域
情
報
発
信
 

第
12
号
ᷫ
Ｈ
21
年
４
月
ᷬ 

 
恐
竜
列
 

車
ち
ー
た
 

ん
号
が
初
 

め
て
丹
波
 

路
を
駆
け
 

る
 

  第
13
号
ᷫ
Ｈ
21
年
５
月
ᷬ 

 
恐
竜
の
里
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

２
千
人
が
参
加
 

第
15
号
ᷫ
Ｈ
21
年
７
月
ᷬ 

 
元
気
村
に
拠
点
施
設
が
完
成
 

第
19
号 
ᷫ
Ｈ
21
年
12
月
ᷬ 

 
恐
竜
焼
き
 

を
意
匠
登
録
 

し
、
発
売
開
 

始
 

  第
21
号
ᷫ
Ｈ
22
年
２
月
ᷬ 

 
発
電
所
跡
が
記
念
館
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
、
記
念
式
典
に
市
長
ら

参
加
 

第
24
号
ᷫ
Ｈ
22
年
７
月
ᷬ 

 
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
上
久
下
生
活
 

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
編
」
が
ス

タ
ー
ト
 

 
次
の
方
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

坂
野
正
幸
さ
ん
夫
妻
（
篠
場
）・
桜

井
實
さ
ん
夫
妻
（
畑
内
）・
斎
藤
尚

志
さ
ん
家
族
（
青
田
）・
呉
田
哲
一

さ
ん
家
族
（
上
滝
）・
藤
本
良
材
さ

ん
家
族
（
下
滝
）・
中
川
利
行
さ
ん

夫
妻
（
北
太
田
）・
松
原
薫
さ
ん
夫

妻
（
青
田
）・
長
木
元
義
さ
ん
夫
妻

（
太
田
）
 

第
29
号
ᷫ
Ｈ
22
年
12
月
ᷬ 

 
丹
波
竜
 

化
石
工
房
 

「
ち
ー
た
 

ん
の
館
」
 

が
オ
ー
プ
 

ン
 

  第
32
号
ᷫ
Ｈ
23
年
３
月
ᷬ 

 
シ
リ
ー
ズ
「
里
の
子
育
て
奮
闘

記
」
連
載
始
ま
る
。
若
林
哲
史
さ

ん
家
族
（
上
滝
）・
西
田
浩
司
さ
ん

家
族
（
下
滝
）・
前
田
浩
三
さ
ん
家

族
（
阿
草
）
を
紹
介
 

第
34
号
ᷫ
Ｈ
23
年
５
月
ᷬ 

 
企
業
組
合
元
気
村
か
み
く
げ
創

立
総
会
開
催
さ
れ
る
。
組
合
員
数

74
名
で
ス
タ
ー
ト
。
 

第
40
号
ᷫ
Ｈ
23
年
12
月
ᷬ 

 
里
づ
く
り
協
議
会
が
ま
ち
づ
く

り
活
動
で
「
県
知
事
賞
」
を
受
賞
 

第
42
号
ᷫ
Ｈ
24
年
２
月
ᷬ 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ア
タ
ー
「
ふ

れ
あ
い
映
画
劇
場
」
が
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
オ
ー
プ
ン
。
月
１

回
、
懐
か
し
の
映
画
な
ど
の
上
映

を
始
め
る
 

第
45
号
ᷫ
Ｈ
24
年
５
月
ᷬ 

 
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
恐
竜
時
計

台
（
全
国
初
）
が
お
披
露
目
。
落
成
式

典
に
市
長
、
県
民
局
長
ら
参
加
 

        第
46
号
ᷫ
Ｈ
24
年
６
月
ᷬ 

 
里
づ
く
り
 

協
議
会
が
24
 

年
度
ま
ち
づ
 

く
り
月
間
表
 

彰
で
国
交
大
 

臣
表
彰
受
け
 

る
 

   第
47
号
ᷫ
Ｈ
24
年
７
月
ᷬ 

 
人
と
自
然
の
博
物
館
は
「
丹
波
竜
下

顎
骨
化
石
」
を
発
表
。
世
界
的
に
も
貴
 

重
な
発
見
と
注
目
 

        第
48
号
ᷫ
Ｈ
24
年
８
月
ᷬ 

 「
上
久
下
夏
ま
つ
り
総
お
ど
り
大
会
」

を
元
気
村
か
み
く
げ
広
場
で
開
催
 

過去の里新聞はすべて、丹波竜の里ホームページでカラーでごらんになれます

里新聞でふり返る４年半 
第 1 号（平成 20 年 5 月）～第５０号（平成２４年１１月） 
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丹
波
竜
の
里
整
備
計
画 

 ◆
広
田
の
つ
り
橋 

 
昭
和
６
年
に
架
け
ら
れ
た
全
長

66
メ
ー
ト
ル
の
橋
が
、
補
強
し

て
架
け
替
え
ら
れ
ま
す
。
完
成
予

定
は
平
成
26
年
。
 

          ◆
遊
歩
道
整
備 

 
元
気
村
か
ら
下
滝
に
至
る
川
沿

い
に
整
備
。
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
を
横

切
ら
ず
川
沿
い
の
散
歩
が
可
能
。

完
成
予
定
は
平
成
27
年
。
 

 ◆
化
石
産
状
レ
プ
リ
カ
の
設
置 

 
発
電
所
記
念
館
前
に
、
連
な
っ

て
発
掘
さ
れ
た
化
石
群
の
レ
プ
リ

カ
を
設
置
。
完
成
予
定
は
平
成

27
年
。
 

          

◆
篠
山
川
展
望
広
場
の
設
置 

 
篠
山
川
の
侵
食
に
よ
る
奇
岩
・

奇
景
、
四
季
折
々
の
景
色
を
楽
し

め
る
展
望
デ
ッ
キ
の
設
置
。
完
成

予
定
は
平
成
27
年
。
 

 ◆
ふ
れ
あ
い
広
場
の
整
備
と
恐
竜 

 
 

 
 

 

モ
ニ
Ḗ
メ
ン
ト
の
整
備 

 
元
気
村
周
辺
に
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
を
整
備
し
、
元
気
村
一
帯
の

多
目
的
使
用
を
目
指
す
。
広
場
に

は
大
型
の
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
。
完
成
予
定
は
平
成
26
年
。 

            地
域
の
賑
わ
い
と
安
全
安
心
の 

 

ま
ち
づ
く
り
計
画 

 

◆
県
道
篠
山
・
山
南
線
の 

 

ト
ン
ネ
ル
整
備 

 
県
道
77
号
線
（
大
山
下
〜
井

原
）
の
川
代
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
。

完
成
予
定
平
成
28
年
。
 

 ◆
県
道
南
バ
イ
パ
ス
の
整
備 

 
地
域
の
交
通
難
所
の
解
消
と
安

全
・
安
心
の
た
め
早
期
完
成
が
望

ま
れ
る
。
 

◆
医
療
・
介
護
施
設
の
充
実 

 
「
森
の
診
療
所
」・「
古
代
の
里
」

（
一
面
掲
載
）
の
完
成
に
よ
る
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
。
 

 ◆
丹
波
竜
太
鼓
の
開
発
と 

 

保
存
会
の
発
足 

            
手
づ
く
り
の
恐
竜
太
鼓
「
丹
波

竜
物
語
」
第
１
楽
章
か
ら
第
５
楽

章
ま
で
を
誰
で
も
が
参
加
し
て
演

奏
で
き
る
丹
波
竜
太
鼓
保
存
会
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
新
し
い
文
化

と
し
て
継
承
し
て
い
く
。
ま
た
、

神
楽
の
舞
に
似
た
「
竜
の
舞
」
も

開
発
し
将
来
に
つ
な
げ
た
い
。
 

            

 

同
窓
会
だ
よ
り 

 
 

 
 

上
久
下
小
35
年
卒 

                
４
年
ぶ
り
に
昭
和
35
年
上
久
下
小

学
校
卒
業
生
の
同
窓
会
が
下
滝
の
松
原

楼
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
82
名
の
卒
業
生

か
ら
地
元
在
住
者
は
も
ち
ろ
ん
京
阪
神

間
か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
、

男
性
18
名
、女
性
８
名
と
懐
か
し
い
顔

が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。
初
め
は
名
前

と
顔
が
一
致
し
な
か
っ
た
参
加
者
も
会

が
始
ま
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
50
年

以
上
前
の
小
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
卒
業
後
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た

道
を
歩
ん
で
永
ら
く
音
信
の
な
か
っ
た

仲
間
も
、
ひ
と
た
び
会
え
ば
た
ち
ま
ち

「
お
い
、
お
前
」
と
遠
慮
な
く
話
せ
る

信
頼
感
、
仲
間
意
識
は
同
級
生
な
ら
で

は
の
も
の
で
す
。
４
年
前
の
還
暦
同
窓

会
の
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
だ
後
、
最
後
は
み
ん
な
で
肩
を

組
ん
で
星
影
の
ワ
ル
ツ
を
合
唱
し
な
が

ら
２
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て
名
残
お

し
く
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。（
太
田
 

Ｋ
．
Ｎ
）
 

里新聞でめざす ５年後の上久下

―
―
―
 
12
月
の
予
定
―
―

 

◆
12
月
１
日
（
土
）
 
化
石
工
房
ち
ー

た
ん
の
館
 
２
周
年
記
念
 
午
前

10
時
 
山
南
支
所 

◆
12
月
９
日
（
日
）
 
ふ
れ
あ
い
映
画

劇
場
 
午
後
７
時
30
分 

◆
12
月
14
日
（
金
）
 
里
づ
く
り
協
議

会
例
会
 
午
後
７
時
30
分 

◆
12
月
16
日
（
日
）
 
衆
議
院
議
員
選

挙

午
前
７
時
〜
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上
久
下
老
壮
会
会
長 

 

村
岡 

正
廣
さ
ん 

「
恐
竜
の
里
新
聞
」
記
念
す
べ
き

第
50
回
目
の
発
刊
、誠
に
め
で
た

き
こ
と
と
お
祝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口
に
50
回
と
言
っ
て
も
大
変

な
こ
と
。
直
接
か
か
わ
っ
て
お
ら

れ
る
村
上
茂
さ
ん
の
ご
苦
労
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
上

久
下
地
域
も
少
子
化
、そ
れ
に
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合

が
３
割
を
超
え
、
集
落
に
よ
っ
て

は
４
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
大
変

な
課
題
で
す
。
老
壮
会
、
今
後
も

会
員
の
親
睦
研
修
を
図
り
な
が
ら
、

少
し
で
も
地
域
に
役
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。「
恐
竜
の
里
新

聞
」こ
の
地
域
の
情
報
紙
と
し
て
、

益
々
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。
 

 上
久
下
小
学
校 

学
校
長 

 

前
川 

菊
男
さ
ん 

  
か
み
く
げ
 

恐
竜
の
里
新
 

聞
第
50
号
 

発
刊
、
ま
こ
 

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
情
報
発
信
に
ご
尽
力
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
関
係
各
位
に
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本

校
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
学
校

の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。「
上

久
下
に
学
び
・
上
久
下
に
育
つ
・

上
久
下
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
学
校
で
の
学
習
と
地
域

を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
に
活
き
た

学
力
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。
地

域
の
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な

役
割
を
担
わ
れ
る
恐
竜
の
里
新
聞

の
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 丹
波
警
察
署 

下
滝
駐
在
所 

 

橋
本 

義
満
さ
ん 

  
か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞
50

号
記
念
発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
毎
号
、
地
域
の
新

鮮
な
情
報
が
満
載
で
あ
り
、
ま
た

子
供
に
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
で
、

編
集
に
携
わ
る
方
々
の
総
意
工
夫

と
御
苦
労
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
上
久
下
地
域

の
身
近
で
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
、

ど
こ
よ
り
も
丁
寧
に
、
親
し
み
や

す
く
発
信
し
続
け
て
頂
き
ま
す
よ

う
、
住
民
の
一
人
と
し
て
願
っ
て

い
ま
す
。
 

 丹
波
市
ま
ち
づ
く
り
指
導
員 

 

篠
倉 

義
弘
さ
ん 

  
「
恐
竜
の
 

里
新
聞
」
50
 

号
発
行
お
め
 

で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

 
こ
の
新
聞
は
上
久
下
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
絆
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
情
報
の
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
来
年
の
春
に
は
介
護

施
設
が
オ
ー
プ
ン
と
聞
き
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
の
成
果
が
着
実
に
具

体
化
し
て
い
る
こ
と
を
共
に
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

絆
を
つ
な
ぐ
「
恐
竜
の
里
新
聞
」

に
期
待
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
し

ま
す
。
 

 上
久
下
松
風
句
会 

 

村
上 

美
智
子
さ
ん 

 

 

 
恐
竜
の
里
新
聞
は
、
毎
月
の
月

末
集
金
で
部
落
公
民
館
へ
行
っ
て

市
の
広
報
誌
と
一
緒
に
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
旧
上
久
下
地
区
内
の
出

来
事
、
又
、
翌
月
の
予
定
な
ど
い

ろ
い
ろ
書
か
れ
て
い
る
の
で
楽
し

く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
の
活
字
も
当
初
の
も
の
よ
り

大
き
く
な
っ
て
い
て
年
寄
り
に
と

っ
て
は
読
み
易
く
な
り
ま
し
た
。

有
線
放
送
の
お
知
ら
せ
も
便
利
で

す
が
聞
き
逃
し
た
ら
そ
れ
ま
で
で
、

大
事
な
事
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に

な
り
ま
す
。
書
か
れ
た
も
の
は
繰

り
返
し
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
が
た

い
で
す
。
編
集
担
当
の
セ
ン
タ
ー

長
さ
ん
は
下
滝
自
治
会
の
会
長
の

大
役
も
あ
り
取
材
な
ど
お
忙
し
い

と
思
い
ま
す
が
末
長
く
続
け
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ま
す
。
 

 自
治
協
議
会
会
長 

 

柳
川
瀬 

義
輝
さ
ん 

 「
か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞
」
は

平
成
20
年
５
月
に
創
刊
号
発
行

以
来
、
50
回
目
を
数
え
ま
し
た
.

こ
の
間
、
上
久
下
地
域
の
い
ろ
ん

な
出
来
事
を
情
報
発
信
し
、
ロ
ー

カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
と
し
て
定

着
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
新
聞

が
届
く
の
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る

人
が
多
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た

内
容
に
し
て
欲
し
い
で
す
。
次
は

１
０
０
号
記
念
に
な
り
ま
す
。
約

4
年
先
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

時
は
私
も
こ
の
新
聞
が
届
く
の
を

楽
し
み
に
待
つ
一
人
に
な
り
た
い

で
す
。
 

 

自
治
会
長
会
会
長 

 

中
西 

邦
雄
さ
ん 

  
こ
こ
に
50
号
の
記
念
発
行
を
迎
え

ら
れ
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同

時
に
こ
れ
ま
で
編
集
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
皆
様
の
ご
努
力
に
対
し
改
め
て
敬

意
と
謝
意
を
表
し
ま
す
。
地
域
の
活
性

化
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
本
誌
が
果
た
し
て
き

た
役
割
に
は
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
情
報
発

信
に
、
地
域
と
人
を
結
び
つ
け
る
架
け

橋
と
し
て
住
民
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ

る
新
聞
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
 

 里
新
聞
編
集
部
よ
り 

 ◆
今
回
50
号
を
発
行
す
る
に
当
た
り

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
恐
竜
化

石
発
見
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
ス

タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、平
成
20
年
よ
り
始

め
た
「
恐
竜
の
里
新
聞
」
が
４
年
半
年

を
経
て
50
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
当
初
、
化
石
発
見
で
賑
わ
う

地
域
の
情
報
を
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
有
で
き
る
よ
う
に
と
始
め
、
そ
の
後

は
化
石
の
み
で
な
く
、
地
域
内
の
各
分

野
で
の
出
来
事
を
紹
介
し
た
り
、
元
気

な
お
年
寄
り
や
新
し
く
加
わ
っ
た
住
民

の
皆
さ
ん
、
子
育
て
に
励
む
若
い
ご
夫

婦
ら
を
出
来
る
だ
け
優
し
い
、
語
り
言

葉
で
記
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
お
陰
さ

ま
で
里
新
聞
も
皆
さ
ま
に
ご
愛
読
い
た

だ
き
、
ま
た
、
地
域
外
に
住
ま
わ
れ
て

い
る
上
久
下
出
身
者
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
新
聞
を
ご
覧
に
な
り
、
古
里
の
動

き
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
出

来
る
だ
け
長
く
新
聞
の
発
行
が
可
能
と

な
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
村
上
茂
・
村
上
俊
明
）
 

50号発行に寄せられたメッセージ


